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東京のすみずみから、全国各地から、第36回日本高齢者大会に参加しましょう 

はっぴゃくやちょう 
第36回日本高齢者大会in東京 東京実行委員会 
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大会が迫っています、参加確認を急いで！ 
 日本高齢者大会当日まで3週間を切りました。学習講座・分科会など着々と準備が進んでいま

す。ウクライナ＆ロシアの紛争に続いてイスラエルとガザの紛争が勃発しました。  

大会のサブスローガンは「ストップ軍拡 かがやけ人権」、今の情勢に見合った学習講座が準備

されています。全体会では柳澤協二さんが「非戦の安全保障論…戦争しない国であり続けられるた

めに」と題して講演します。しっかりと学習して運動に役立てましょう。 

「日本高齢者人権宣言」が昨年の大会で決議されました。今年は実践の一年目にあたります、各

地での実践経験を持ち寄って分科会でおおいに交流しましょう。 

 

10月26日現在の東京の参加状況は589人、2日間延べ727人です。目標は延べで2,400

人、まだまだ足りません。もう一回り呼びかけを広げてください。参加確認を名簿で抑

えて出来るだけ早く申込書を東京実行委員会へ送ってください。何としても成功させま

しょう。 

「参加のしおり」が出来上がりました 

参加者への発送も始めました 

 
 「参加のしおり」「参加証(ワッペン)」が

出来上がりましたので参加者への発送を始め

ました。「参加のしおり」には学習講座や分

科会のレジメも掲載されています。前もって

目を通して、どこの学習講座・分科会がいい

か参考にしてください。 

 

分科会＆人権宣言 
  

 各分科会のテーマは「高齢者人権宣言」で

打ち出した23の権利に密接につながっていま

す。第2分科会は「日本高齢者人権宣言をどう

活かすか」とストレートに問いかけ、第3分科

会では「日本高齢者人権宣言から年金問題を

考える」と年金問題を人権宣言との絡みで取

り上げています。第12分科会「高齢期に、地

域で人間らしく生きる運動を」では人権宣言

の実践運動を地域でどう進めるかを話しあい

ます。 

第4分科会「社会保障への攻撃にどう立ち向

かうか」第5分科会「必要な介護サービスが使

えるように」第6分科会「医療費無料化、自己

負担ゼロが求められる」は●社会保障の権

利、●健康を享受する権利、●長期ケアを受

ける権利、などとつながっています。 

第7・8分科会「いつまでも住み続けたいま

ち」第9分科会「足・交通の問題と移動の権

利」第10分科会「住まいは人権」は●自立的

で独立した生活をおくる権利、●居住の権

利、健康的な環境についての権利、●交通

権、移動の自由、建物等へのアクセス権、な

どとつながっています。 

第11分科会「高齢者の生きがいと文化活

動」は●文化および科学の成果を享受する権

利、●レクリエーション、余暇、スポーツの

権利につながります。 

第13分科会「より良く食べるはより良く生

きる」、第14分科会「加齢性難聴と補聴器の

助成はなぜ必要か、は●健康を享受する権利

につながります。 




